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研究成果の概要（和文）：専門職ライセンス取得前多職種連携教育（卒前IPE）の効果を検証するため、修正版チーム
医療に対する態度尺度（修正版ATHCTS）を用いて縦断的反復横断調査を行った。3年次の実習形式後の学生のチーム医
療に対する態度尺度が高値となり、卒前IPEが学生のチーム医療に対する態度が改善することが示された。
さらに卒業生を対象とした研究では、在学中に卒前IPEにより獲得したチーム医療に対する態度低下が卒業後起こる可
能性が示された。このため卒前IPEと卒後IPEの切れ目のない多職種連携教育が必要であることが示された。

研究成果の概要（英文）：To investigate whether alumni who have studied in an IPE program at a 
pre-licensure stage maintain a positive attitude toward collaborative practice in the postgraduate 
clinical experience, we conducted a cross-sectional study comparing undergraduate students and alumni, 
who both studied in same pre-qualified IPE program, and analyzed their attitudes towards 
interprofessional healthcare teams. The overall mean score of alumni on the mATHCTS was significantly 
lower than that of undergraduate students on the mATHCTS. This finding suggests that the acquired 
positive attitude by pre-qualified IPE may be reduced in the postgraduate clinical experience. In-service 
IPE may be important in order to maintain the positive attitude during postgraduate clinical experience.

研究分野：医療社会学
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１．研究開始当初の背景 
超高齢化社会を迎えた我が国では、病院から
施設へ、さらに医療は福祉と連続して地域に
おいて行われることが重要となり、「医師、
病気中心」から「患者、問題中心」に保健医
療福祉のパラダイムシフトが起こっている。 
このパラダイムシフトに対して、適切な保健
医療人材の育成はきわめて重要であり、多職
種連携教育（IPE）が本邦でも積極的に導入
された。IPEは専門職ライセンス取得前の主
に教育現場で行われる卒前 IPEと、専門職ラ
イセンス取得後に臨床現場で行われる卒後
IPEとがある。教育現場における卒前 IPEに
ついては、本邦で先進的に取り組んできた大
学の成果として報告されている（Watanabe 
& Koizumi, Springer, 2010）。卒前 IPEの有
用性に関する検証に関しては、国内海外の施
設で検討されてきており、また本学からも学
生の卒前 IPE に対する態度の変化には専攻
別に違いがあること（牧野ら, 保健医療福祉
連携, 2010）、さらに本学の 10年間におよぶ
卒前 IPEの蓄積を本学独自に作成した「チー
ムワーク実習学習到達度・自己評価」アンケ
ートを用いて検討し、理解・到達度に専攻別
の違いがあることを報告（Ogawara et al. 
Hum Resour Health, 2009）してきた。しか
し、これまでの研究は横断研究による調査が
主なものであり、縦断研究による検証が必要
である。 
さらに、卒前 IPEの卒後臨床現場における有
用性を検討した研究は少なく、本邦における
卒前 IPE が卒後の臨床現場での保健医療人
に対しての効果について検証することが急
務である。本研究では卒前 IPEを受けた卒業
生の教育効果がどのように維持されるかを
検討することで卒前 IPE の臨床現場での保
健医療人に対する効果について検証する。 
 
２．研究の目的 
(1) 縦断研究による卒前 IPE の効果に関す
る検証 
(2) 卒前 IPE の臨床現場での保健医療人に
対する効果の検証 
 
３．研究の方法 
(1) 縦断的反復横断調査による卒前IPEの効
果に関する検証 
本学の IPE は 1 年次には講義形式で行われ、
3 年次には実習形式で行っている。修正版チ
ーム医療に対する態度尺度（修正版 ATHCTS）
を用いて多職種医療チームに対する態度変
化について縦断的反復横断調査を行った。 
    
(2) 卒前 IPEの臨床現場での保健医療人に対
する効果の検証 
本学のチーム医療教育を履修した 2008-2010
年度の第3年次在学生ならびに在学中に本学
でのチーム医療教育を受けた 2000 年から
2008 年に卒業した本学の卒業生（新卒から卒
後 9 年目にあたる）に対して修正版 ATHCTS

を用いて検討を行った。 
 
４．研究成果 
(1) 縦断的反復横断調査による卒前IPEの効
果に関する検証 
2008 年度の一年生 193 名ならびに 2010 年度
の 3 年生 185 名に対する、修正版 ATHCTS の
合計点は 1 年次の終了時、3 年次の開始前の
スコアーと比べ、3 年次の終了後のスコアー
は統計的有意に高値であり、多職種連携教育
の効果が示唆された。 
 
          合計得点 
１年 講義形式前  3.85±0.39 
１年 講義形式後  3.77±0.36 
３年 実習形式前  3.74±0.35 
３年 実習形式後  3.95±0.40 
               ※P<0.05 
 
(2) 卒前 IPEの臨床現場での保健医療人に対
する効果の検証 
学部学生 501名ならびに卒業生 213名による
修正版ATHCTSの因子分析では"チームの効果
"、"チームケアの質"、"チームの効率"を表
す 3つのサブスケールが構成された。卒業生
全体の平均値（3.88±0.403）は、学部生全
体の平均値（4.01±0.384）より有意に低値
であり、さらに"チームの効果" における回
帰係数スコアーは、学部生より卒業生の方が
有意に低値であった。以上より資格取得前
IPE により獲得した医療チームに対する態度
の低下が卒業後起こる可能性を示し、資格取
得前 IPEと卒後 IPEの切れ目のない多職種連
携教育の必要性を示唆した。 
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